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１.健診事業
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協会けんぽが実施する健診・保健指導事業など
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生活習慣病予防健診等について

【生活習慣病予防健診とは】

生活習慣病の発症や重症化の予防を目的とした血液検査や尿検査、がん検診等
被保険者が受けることができる健診。
年度内に１人につき１回、協会が健診費用の一部を補助。
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【生活習慣病予防健診 未受診】

労働安全衛生法による
定期健康診断を受診

【生活習慣病予防健診を受診】

【データ提供ができない健診機関で受診】 【健診結果（紙媒体）等の提出】

協会けんぽ群馬支部が健診結果のデータ提供
の契約を「締結していない」健診機関で受診

【データ提供が可能な健診機関で受診】

協会けんぽ群馬支部が健診結果のデータ
提供の契約を「締結している」健診機関
で受診

二次元
CD ①

健診結果（写）と問診項目
質問票を協会けんぽ群馬支部
へ提出

【提供依頼書の提出】

受診機関ごとに提供依頼書を
協会けんぽ群馬支部へ提出

二次元
CD ②

【健診結果提供対応は不要】

生活習慣病予防健診を受診せず、労働安全衛生法による定期健康診断を受診した加入者の健診結果について、
保険者である協会けんぽ群馬支部の求めに応じ、提出することが高確法により義務付けられています。

健診結果の取得を行うため、外部委託業者を活用した取得勧奨業務を行っており、9月以降に事業所様へご案内
が到着する場合がございます。

※令和８年度 協会けんぽ群馬支部 委託事業者「株式会社 CENTRIC」

事業者健診について

【事業者健診（定期健康診断）結果提供】

【 高確法（高齢者の医療の確保に関する法律）】

第20条 保険者は、特定健康診査等実施計画に基づき、厚生労働省令で定めるところにより、40歳以上の加入者に対し、特定健康診査を行うものとする。ただし、加入者が特定健康診査に相当する健康
診査を受け、その結果を証明する書面の提出を受けたとき、又は第26条第2項の規定により特定健康診査に関する記録の送付をうけたときは、この限りではない。

【健診結果提供方法・提出物】

【健診結果の取得勧奨の実施】
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特定健診について

【令和９年度のポイント】

被扶養者も被保険者と

同じ健診が受けられるようになります。
（生活習慣病予防健診・人間ドック健診）

より充実した健診（検査）をお得に受けられるようになるため、

事業所様より扶養のご家族様へ健診の案内をお願いします。
健診の種類等詳細はP.４をご参照ください。



２.重症化予防事業
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事業所の皆さまへのおねがい（重症化予防）

健診結果で「要治療」「要精密検査」の判定が出た従業員に

早期の受診を勧奨してください。

自覚症状がないからと「要治療」
「要精密検査」と判定された項目を

そのまま放置をすると、脳卒中や

心筋梗塞、糖尿病など重大な疾病
を引き起こす可能性があります。

１.放置をすると…

２.早期受診勧奨の効果

事業所による従業員への早期の

働きかけは「疾病の重症化」や

「疾病による休職や退職」を
防ぐ健康経営の取り組みとして
非常に有効です。

（参考）心疾患の発症危険度

1
5.1 5.8

35.8

0

10

20

30

40

0 1 2 3

心
疾
患
の
発
症
危
険
度

危険因子（肥満、高血圧、高血糖、脂質異常）の保有数

労働省作業関連疾病総合対策研究調査
Nakamura et al. jpn Cric J, 65: 11, 2001

※厚労省公示「健診結果に基づき事業者が講ずべき措置に関する指針」
によると従業員への受診勧奨は事業者の努力義務とされています。
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事業所の皆さまへのおねがい（重症化予防）

【受診勧奨の方法（例）】

①声かけ

健康管理担当者や事業主に
よる声かけは、従業員が
受診の必要性を認識する
きっかけとなります。

②メール

メールは内容を後から確
認しやすく、受診の必要
性や医療機関の受診方法
を整理して伝えることが
できます。

④産業医面談

専門職より受診を進めて
もらう方法です。
従業員50人未満の産業医
選任義務のない事業所は、
地域産業保健センターに
ご相談ください。

③受診報告書

地域産業保健センターHP
二次元コード

健診後の受診結果が
「異常なし」「経過観察」
「要治療」「要精密検査」
か報告をしてもらう様式を
作成・配布することも有効
です。

事業所による早期の積極的な受診勧奨にご理解・ご協力をお願いいたします。
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受診勧奨通知（１回目） 受診勧奨通知（２回目）

協会けんぽの取り組み（重症化予防）

【受診勧奨通知について】

健診結果（血圧、血糖、脂質、胸部エックス線）で「要治療」「要精密検査」
と判定されながら一定期間医療機関の受診をしていない方のご自宅に、
受診をおすすめする受診勧奨通知を送付しています。

（血圧・血糖・脂質）
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事業所の皆さまへのおねがい（重症化予防）

【受診勧奨の方法（例）】

①声かけ

健康管理担当者や事業主に
よる声かけは、従業員が
受診の必要性を認識する
きっかけとなります。

②メール

メールは内容を後から確
認しやすく、受診の必要
性や医療機関の受診方法
を整理して伝えることが
できます。

④産業医面談

専門職より受診を進めて
もらう方法です。
従業員50人未満の産業医
選任義務のない事業所は、
地域産業保健センターに
ご相談ください。

③受診報告書

地域産業保健センターHP
二次元コード

健診後の受診結果が
「異常なし」「経過観察」
「要治療」「要精密検査」
か報告をしてもらう様式を
作成・配布することも有効
です。

事業所による早期の積極的な受診勧奨にご理解・ご協力をお願いいたします。



３.特定保健指導事業
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健診を受けた結果、メタボリックシンドロームのリスクのある40～74歳までの方を対象に行う健康サポートです。
健康に関するセルフケア（自己管理）ができるように、健康づくりの専門家である保健師または管理栄養士が寄り添っ
てサポートします。

特定保健指導はメタボリックシンドロームのリスクに応じて「動機付け支援」と「積極的支援」の2種類があります。

健診を受けた後の行動が大切です

【特定保健指導とは】

【特定保健指導の決定プロセス】

動機付け支援・・・メタボのリスクが出始めた方

積極的支援・・・・・メタボのリスクが高い方
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積極的支援の場合、

取組が実践できているかをお電話や

お手紙でサポートします。

特定保健指導の内容について

【特定保健指導の３ステップ】
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健診当日実施がおすすめです！

後日改めて出向く必要なく利便性◎

受診する健診機関へご相談ください。

・ZOOM等を利用したリモート面談

・土日祝日、夜間の面談

・外国語対応 ※対応言語に限りがあります

対象者様のご都合に合わせて面談が可能！
協会けんぽ群馬支部へご相談ください。

・協会けんぽ群馬支部へ来所し面談（平日のみ）

・ZOOMを利用したリモート面談（平日のみ）

その他の面談方法

その他の面談方法

特定保健指導受診の流れ
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事業所様へのご案内（特定保健指導）

対象者一覧 FAX回答用紙

事業主の皆さまから対象者の方へ特定保健指導を受けていただくよう確実な周知、実施のご協力をお願いします。

ご希望日を
ご記入ください。



４.まとめ
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健康づくりサイクルを回して生き生きとした職場づくりを！



19

ご清聴ありがとうございました
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